
   

《⼩小⼭山 PBL》  

• タイトル： 「イノベーションのための情報システム・ソフトウェアの開発」 

• 講演内容： 以下、資料抜粋 
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《越⽔水 PBL》  

• タイトル： 「生体情報を用いた観光支援ツール「EEG TRAVELER」の提案」 

• 講演内容： 以下、資料抜粋 
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《池本 PBL》  

• タイトル： 「訪問時間外で訪問看護の質を高めるコミュニケーションサービス」 

• 講演内容： 以下、資料抜粋 
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3.5    社会⼈人及び⼥女女性の学び直しのための新しい環境  

本学は 2006 年の開学当初から平日夜間・週末の授業開講、長期履修生制度、科目等履修生制

度等の社会人の仕事との両立に配慮した修学環境を整備し、また、学生・社会からの要望と、運営

諮問会議等からの答申等を継続的に反映し、社会人の学び直しのための環境の改善を行ってい

る。 

日本のほとんどの大学院が学部を卒業した直後の 20 代前半の新卒者が学生の大半を占めること

に対して（OECD の統計）、本学は開学初年度から現在まで、情報アーキテクチャ及び創造技術両

専攻平均で 8 割以上の学生が社会人学生であり、30 代の学生を中心に、20 代後半から 40 代の学

生が大半を占める。我が国での社会人の大学院での学び直しが限定的である理由として、業務多

忙と経済的負担があげられている（東京大学 CRUMP 等の調査）。社会人の修学に対する職場等の

環境は厳しく、本学での大学院説明会でのアンケート及び修了時のアンケートでも、依然として同様

の結果が得られている。 

以下では、これらの問題に対する本学及び当事業の取り組みをまとめる。 

 

3.5.1    時間的及び場所的制約  

• 《平日夜間・土曜昼間の授業開講》 

平日夜間（18:30〜21:40 の 90 分×2 回）、土曜昼間（9:00〜18:00 の 90 分×5 回）に授業を

開講している。 

• 《科目等履修生・AIIT 単位バンク制度》 

科目等履修生として、1 科目単位で履修することができる。取得した科目の単位は既修得単

位として認定され、正規入学後に、入学前に取得した認定単位数分の科目等履修生授業料

は返還される（1 科目 2 単位を修得済みの場合の 1 年目の授業料は 520,800 円から 14,400

円×2 単位＝28,800 円を差し引いた 492,000 円）。科目等履修生として修得した単位は 5 年

間有効である。 

• 《長期履修生制度》 

仕事・育児等の事情で、標準修業年の 2 年間での修了が難しい場合は、2 年間相当の授業

料で、最長 3 年間の修業年限で計画的に履修スケジュールを立てることができる。また、AIIT

単位バンク制度を利用すれば、さらに時間をかけて修学することもできる。 

• 《修学年限通算（早期修了）制度》 

AIIT 単位バンクであらかじめ所定の単位数（28 単位）を取得する等の条件を満たした学生は、

修学年限を加算することで、入学後 1 年間で修了することができる。 

• 《4 学期制》 
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